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西
ア
フ
リ
カ
の
ト
ー
ゴ
共
和
国
は
、
国
土
面
積
約
五 

万
七
、〇
〇
〇
平
方
㌔
㍍（
四
国
と
九
州
を
合
わ
せ
た
面

積
に
ほ
ぼ
等
し
い
）、三
方
を
ガ
ー
ナ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ

ソ
、
ベ
ナ
ン
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
小
国
で
は
あ
る
が
首

都
ロ
メ
が
あ
る
南
端
は
大
西
洋
の
ギ
ニ
ア
湾
に
面
し
た

約
六
〇
㌔
㍍
の
海
岸
線
を
有
し
、
大
西
洋
か
ら
ロ
メ
港

を
経
由
し
て
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
と

い
っ
た
内
陸
国
へ
向
か
う
物
流
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
海
岸
線
は
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と

同
様
に
、
十
六
世
紀
以
降
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
奴
隷
貿

易
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
奴
隷
海
岸
と
呼
ば
れ
た
。

ド
イ
ツ
領
と
な
っ
た
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
フ
ラ

ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
委
任
統
治
を
受
け
一
九
六
〇
年
に

独
立
を
果
た
し
た
。
現
在
で
も
建
築
物
や
文
化
に
植
民

地
時
代
の
名
残
が
数
多
く
見
ら
れ
、
ア
フ
リ
カ
で
一
番

と
称
さ
れ
る
ド
イ
ツ
由
来
の
ビ
ー
ル
や
、
一
〇
〇
年
以

上
前
に
造
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
な
ど
が
あ
る
。
な

お
独
立
に
際
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
地
域
は
ガ
ー
ナ
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
統
治
地
域
が
ト
ー
ゴ
と
な
っ
た
た
め
、
ト

ー
ゴ
の
公
用
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
。

　

ト
ー
ゴ
国
内
を
南
北
に
貫
く
国
道
一
号
線
は
、
国
内

交
通
に
と
っ
て
の
最
重
要
路
線
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

ト
ー
ゴ
共
和
国
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景

世界で活躍する日本の建設企業 トーゴ共和国

ク
リ
ー
ト
舗
装
で
あ
る
。

　

年
間
の
約
半
分
が
雨
季
と
な
る
た
め
、
天
候
を
考
慮

し
た
施
工
計
画
の
立
案
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ラ

橋
と
ク
モ
ン
グ
橋
は
四
四
㌔
㍍
離
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
て
い
る
。
二
橋
の
同
時

施
工
に
は
効
率
的
な
人
員
お
よ
び
機
材
の
配
置
が
必
要

で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
と
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
乾
季
は
未
舗
装
路
な
が
ら
一
時
間

半
で
走
行
可
能
だ
が
、
雨
季
に
は
大
き
く
迂
回
を
強
い

ら
れ
二
六
〇
㌔
㍍
、
四
時
間
の
行
程
と
な
る
。
物
理
的

な
距
離
が
心
理
的
な
距
離
と
な
ら
な
い
よ
う
に
特
に
注

意
し
て
い
る
。

　

こ
の
橋
梁
建
設
は
国
際
的
な
輸
送
道
路
の
整
備
で
あ

る
と
と
も
に
、
雨
季
の
渡
河
手
段
が
手
漕
ぎ
の
渡
し
舟

し
か
な
い
地
域
に
と
っ
て
、
長
年
の
夢
を
叶
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
。
カ
ラ
橋
は
完
成
後
、
現
地
語
で

「
我
ら
を
救
い
し
者
」
と
い
う
意
味
の
名
前
が
付
け
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
人
々
の
熱
い
想
い
に
応
え
る
べ
く
、

関
係
者
一
同
奮
闘
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

カラ橋及びクモング橋
建設計画

主桁架設状況（カラ橋）

Togo

世界で活躍する
日本の建設企業 現場状況（クモング橋）

ト
ー
ゴ
南
端
の
ロ
メ
港
か
ら
内
陸
国
へ
向
か
う
国
際
交

通
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し

近
年
は
、
急
増
し
た
大
型
貨
物
交
通
な
ど
の
影
響
に
よ

り
路
面
や
橋
梁
の
損
傷
が
目
立
ち
、
十
分
な
機
能
を
有

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
に
対
し
、
国
道
一
号

線
か
ら
分
岐
し
後
に
再
び
合
流
す
る
国
道
一
七
号
線
は
、

迂
回
路
と
し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
路
面
損
傷
が
激
し
い

上
に
路
線
上
で
交
差
す
る
河
川
の
う
ち
カ
ラ
川
及
び
ク

モ
ン
グ
川
に
橋
梁
が
存
在
し
な
い
な
ど
、
現
状
で
は
迂

回
路
に
は
な
り
得
な
い
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
道
一
七
号
線
全
線
の
道
路
整

備
工
事
の
う
ち
、
同
路
線
上
で
最
大
の
難
所
と
な
る
カ

ラ
川
及
び
ク
モ
ン
グ
川
の
二
カ
所
の
渡
河
部
に
橋
梁
を

建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

カ
ラ
橋
は
橋
長
一
二
〇
㍍
、
上
部
工
は
三
径
間
連
結

Ｐ
Ｃ
ポ
ス
テ
ン
Ｔ
桁
橋（
六
主
桁
）。下
部
工
は
逆
Ｔ
式

橋
台
お
よ
び
楕
円
式
橋
脚
、
基
礎
型
式
は
い
ず
れ
も
直

接
基
礎
。
取
付
道
路
延
長
は
九
〇
〇
㍍
。
ク
モ
ン
グ
橋

は
橋
長
一
六
〇
㍍
、
四
径
間
連
結
Ｐ
Ｃ
ポ
ス
テ
ン
Ｔ
桁

橋（
六
主
桁
）。下
部
工
は
逆
Ｔ
式
橋
台
お
よ
び
楕
円
式

橋
脚
、
基
礎
型
式
は
橋
台
が
場
所
打
杭
、
橋
脚
は
直
接

基
礎
。
取
付
道
路
延
長
は
五
〇
〇
㍍
。
車
道
幅
員
は
橋

梁
部
三
・
五
㍍
×
二
＝
七
・
〇
㍍
、
一
般
部
三
・
七
㍍
×

二
＝
七
・
四
㍍
、表
層
工
は
橋
梁
部
、一
般
部
と
も
コ
ン

工
事
概
要

雨季に運行される渡し舟
（クモング橋）

現場状況（カラ橋）


